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し
た
。
川
越
五
河
岸 

（
上
・
下
新
河

岸
・
扇
・
寺
尾
・
牛
子
）
を
は
じ
め
、

下
流
に
福
岡
・
古
市
場
・
百ど

う
め
き

目
木
・

伊
佐
島
・
蛇
木
・
本
河
岸
・
鶉
・
山
下
・

前
河
岸
・
引
又
・
宗
岡
・
宮
戸
・
根

岸
・
新
倉
河
岸
と
い
っ
た
河
岸
場
が

次
々
に
開
設
さ
れ
、
積
問
屋
が
建
ち

並
び
、
新
倉
「
川
の
口
」
で
荒
川
に

合
流
し
て
い
た
。

舟
の
種
類
は
、
並
船
・
早
船
・
急

船
・
飛
切
船
な
ど
が
あ
っ
て
、
並
船

は
一
応
の
終
着
地
の
浅
草
花
川
戸
ま

で
一
往
復
七・八
日
か
ら
二
十
日
ほ
ど

か
か
る
不
定
期
の
荷
舟
、
早
船
は
乗

客
を
主
と
し
て
運
ぶ
屋
形
船
。
急
船

は
一
往
復
三・四
日
か
か
る
荷
船
。
飛

切
船
は
今
日
下
っ
て
明
日
上
が
る
と

い
う
特
急
便
で
あ
っ
た
。
舟
の
形
は

普
通 

「
高
瀬
船
」
で
七・
八
十
石
積

み
、川
越
方
面
か
ら
は
俵
物（
米・麦・

穀
物
）
さ
つ
ま
芋
や
農
産
物
、
木
材

な
ど
を
運
び
、
江
戸
か
ら
は
肥
料
類

を
は
じ
め
、
主
に
日
用
雑
貨
を
運
搬

し
た
。

最
も
川
越
城
下
に
近
い
扇
河
岸

は
、
天
和
三
年（
1
6
8
3
）
松
平

伊
豆
守
信
輝（
信
綱
の
孫
）
の
江
戸

右手に庫裡、書院、客殿があり、廊下でその左手（写真ほぼ中央）の本堂（慈恵堂）に結ばれている。
五百羅漢、仙波東照宮は樹木の陰で見えない。

「
舟
運
」
で
繁
栄
三
百
年

新
河
岸
川
広
域
景
観
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

８月30日（土）朝霞市リサイクルプラザで勉強会を開く・・・

講師は高木文夫氏（元ふじみ野市福岡河岸記念館館長）
第二回のテーマは 『新河岸川の歴史を学ぶ』

志
木
市
役
所
付
近

柳
瀬
川
と
の
合
流
点

写真は喜多院

屋
敷
が
類
焼
し
た
の
で
、
そ
の
再
建

資
材
を
運
搬
す
る
為
に
取
り
立
て
ら

れ
た
。
す
で
に
舟
運
に
使
わ
れ
て
い
た

寺
尾
、
牛
子
河
岸
、
上・下
新
河
岸
、

を
合
せ
て
〝
川
越
五
河
岸
〞
と
呼
ば

れ
た
。 

舟
運
が
盛
ん
だ
っ
た
の
は
、
幕
末

か
ら
明
治
初
年
ま
で
だ
っ
た
。
や
が

て
明
治
二
十
八
年（
1
8
9
5
）
に
川

越
鉄
道
、
同
三
十
八
年
に
川
越
電
気

鉄
道
、さ
ら
に
大
正
三
年（
1
9
1
4
）

に
新
河
岸
川
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
東
上

鉄
道
が
開
通
す
る
と
、
積
荷
は
鉄
道

に
奪
わ
れ
、
舟
運
は
急
速
に
衰
微
し

た
。
同
時
期
に
大
正
九
年
よ
り
昭
和

六
年（
1
9
3
1
）
ま
で
、
洪
水
防

止
の
た
め
河
川
改
修
が
行
わ
れ
た
結

果
、
流
路
が
10
キ
ロ
も
短
縮
さ
れ
て

水
量
が
保
て
ず
、
舟
の
運
行
に
も
支

障
を
来
た
し
て
舟
運
は
終
っ
た
。

歴
史
を
繙
く
・
・
・

川
越
を
江
戸
城
北
方
を
守
る
拠
点

と
し
て
位
置
づ
け
た
徳
川
家
康
は
、

川
越
藩
を
設
け
、
藩
主
の
う
ち
酒
井

忠
利
、
松
平
信
綱
ほ
か
六
人
は
老
中

職
に
任
じ
た
。
ま
た
大
都
市
江
戸
へ

の
農
産
物
や
、
そ
の
他
の
物
資
供
給

の
役
割
を
期
待
し
た
。

家
康
は
鷹
狩
り
を
好
み
、
川
越
近

辺
で
し
ば
し
ば
鹿
狩
り
、
猪
狩
り
な

ど
の
遊
猟
に
興
じ
た（
江
戸
図
屏
風
に

そ
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
）。
ま
た
、

江
戸
城
と
城
下
の
構
築
に
当
っ
て
、

し
ば
し
ば
助
言
を
求
め
た
天
海
僧
正

に
会
う
た
め
だ
っ
た
と
の
説
も
あ
る
。

彼
は
上
野
国
長
楽
寺
か
ら
天
正

十
六
年（
1
5
8
8
）、
武
蔵
国
無
量

寿
寺
北
院（
後
の
喜
多
院
）
に
移
り
、

天
海
を
号
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

浅
草
寺
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
北
条
攻

め
の
際
、
天
海
は
浅
草
寺
の
住
職
忠

豪
と
と
も
に
家
康
の
陣
幕
に
い
た
と

い
う
。

慶
長
4
年（
1
5
9
9
年
）、
天

海
は
、
豪
海
の
後
を
受
け
て
北
院
の

住
職
と
な
り
、
家
康
の
参
謀
と
し

て
、
朝
廷
と
の
交
渉
等
の
役
割
を

担
っ
た
。
慶
長
十
七
年
、
北
院
の
寺

号
を
喜
多
院
と
改
め
、
関
東
天
台

の
本
山
と
し
た
。
ま
た
家
康
よ
り
日

光
山
貫
主
を
拝
命
し
た
。

元
和
二
年（
1
6
1
6
）
危
篤
と

な
っ
た
家
康
は
、
神
号
や
葬
儀
に

関
す
る
遺
言
を
天
海
ら
に
託
し
た
と

い
う
。
遺
体
を
久
能
山
か
ら
日
光

山
に
改
葬
、
輪
王
寺
を
建
立
し
た

が
、
そ
の
後
も
、
二
代
将
軍
徳
川
秀

忠
・
三
代
家
光
に
仕
え
、
寛
永
元
年

（
1
6
2
4
）
に
は
忍
岡
に
寛
永
寺

を
創
建
し
た
。
江
戸
の
都
市
計
画
に

も
関
わ
り
、
陰
陽
道
や
風
水
に
基
づ

い
た
江
戸
鎮
護
を
構
想
し
た
こ
と
は

良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

「
新
河
岸
川
広
域
景
観
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
、

去
る
七
月
27
日
、
和
光
市
で
第
一
回

講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
の
伊

藤
庸
一
教
授
は
、
基
調
講
演
と
し
て

テ
ー
マ
「
身
近
に
あ
る
た
だ
な
ら
ぬ

景
観
」
を
語
り
、
続
い
て
川
に
沿
っ

た
和
光
市
、
朝
霞
市
、
志
木
市
、

富
士
見
市
、
富
士
見
野
市
で
環
境
に

関
心
を
も
っ
て
活
動
す
る
非
営
利
団

体
の
自
己
紹
介
が
行
な
わ
れ
た
。

県
土
に
占
め
る
河
川
の
面
積
の
割

合
が
日
本
一
、「
川
の
国
埼
玉
」
を

標
榜
す
る
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

は
、
河
川
の
浄
化
、
河
川
の
景
観
を

向
上
さ
せ
る
活
動
に
多
大
の
努
力
を

注
い
で
い
る
。

県
民
の
意
識
も
高
ま
り
を
見
せ
、

最
近
発
行
さ
れ
た「
埼
玉
県
第
一
回

埼
玉
の
川
・
愛
県
債
」
は
好
評
で
、

多
く
の
金
融
機
関
で
完
売
し
た
。

新
河
岸
の
積
問
屋「
伊
勢
安
」
に

生
れ
、
志
木
高
校
教
諭
を
務
め
た
斎

藤
貞
夫
さ
ん
は
、
埼
玉
県
史
編
纂

調
査
委
員
な
ど
を
歴
任
、
新
河
岸

川
舟
運
関
連
の
著
書
も
多
い
。
斉
藤

貞
夫
著
「
川
越
舟
運
」、
さ
き
た
ま

出
版
会（
昭
和
57
年
）、「
新
河
岸
川

舟
運
の
生
活
と
文
化
」 

、
川
越
市
文

化
財
保
護
協
会 

（
1
9
9
5
）
を

参
考
に
し
て
、 

新
河
岸
川
舟
運
の
概

略
を
回
顧
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

新
河
岸
川
は
、
川
越
市
付
近
で
赤

間
川
な
ど
の
河
川
を
合
わ
せ
、
荒
川

と
ほ
ぼ
並
行
し
て
流
れ
て
い
る
。
東

京
都
北
区
の
岩
淵
水
門
で
荒
川
本
流

と
合
流
し
隅
田
川
と
な
る
流
長
約
26

キ
ロ
の一
級
河
川
で
あ
る
。

こ
の
川
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら

昭
和
初
年
ま
で
の
約
三
百
年
間
、
川

越
と
江
戸
を
結
ん
だ
舟
運
が
発
達

し
、
賃
客
を
運
ん
た
。
そ
の
は
じ
ま

り
は
、
寛
永
十
五
年（
1
6
3
8
）

正
月
、
川
越
仙
波
東
照
宮
が
大
火
の

た
め
消
失
。
そ
の
再
建
資
材
を
江
戸

か
ら
新
河
岸
川
を
利
用
し
て
運
ん
だ

こ
と
に
よ
る
。

舟
運
が
本
格
的
に
な
っ
た
の
は
、

松
平
信
綱
が
川
越
藩
主
に
な
っ
て
か

ら
で
、
領
内
の
伊
佐
沼
か
ら
流
れ
る

川
に
多
く
屈
曲
を
つ
け
、
舟
の
運
行

に
適
す
る
よ
う
水
量
保
持
の
工
事
を
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シャヒズィンダ 廟（サマルカンド）　 　

ライトアップされた「グリ・アミール廟」

レ ギ スタン 広 場（ サ マル カンド ）　

スザニの刺 繍をする乙女　　　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
紀
行

　
　
　
　
　
　

深
瀬 

克

1
・　
「
青
の
都
」

　
　
　
　
サ
マ
ル
カ
ン
ド

20
年
以
上
前
、
N
H
K
が
放
映

し
た
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
は
印
象
に

残
る
番
組
だ
っ
た
。
喜
多
郎
作
曲
の

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
使
っ
た
B
G
M

に
の
っ
て
、石
坂
浩
二
の
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
『
わ
れ
わ
れ
取
材
班
は
、・
・
・
』

の
声
が
今
で
も
耳
の
底
に
聞
こ
え

る
。    

「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
」、
何
と
耳
ざ

わ
り
の
良
い
、
ロ
マ
ン
を
掻
き
立
て

る
名
前
な
の
だ
ろ
う
。
私
は
こ
の

名
前
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
航
空
の
直
行
便
で

首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
に
向
か
っ
た
。
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

の
ち
ょ
う
ど
中
央
に
あ
り
、
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
中
間
点
に
あ
る
。従
っ
て
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
は「
交
易
の
十
字
路
」・

「
文
明
の
十
字
路
」
と
呼
ば
れ
、
ま

た
、
そ
の
美
し
さ
か
ら「
青
の
都
」

と
も
呼
ば
れ
て
き
た
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
レ
ギ
ス
タ
ン
広

場
に
立
つ
と
、
モ
ス
ク
の
屋
根
や
壁

面
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
ブ
ル
ー
の
タ

イ
ル
の
色
と
、
空
の
ブ
ル
ー
が
渾
然

一
体
と
な
っ
て
迫
っ
て
く
る
。
決
し

て
静
ま
り
返
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
だ
が
、
物
音
が
全
て
消
え
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
静
寂
さ
を
私
は
感
じ
た
。

シ
ャ
ヒ
ズ
ィ
ン
ダ
廟
群
の
ブ
ル
ー

に
も
圧
倒
さ
れ
た
。
何
ゆ
え
に
こ
ん

な
に
ブ
ル
ー
に
こ
だ
わ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
ブ
ル
ー
を「
空
」
と
見
立
て
、

天
空
の
神
と
結
び
付
け
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も「
水
」と
見
立
て
、

命
の
水
と
結
び
付
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
私
に
は
そ
の
両
方
に
思
え
る
。

そ
れ
ほ
ど
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
建
物
は
ブ

ル
ー
に
執
着
し
て
お
り
、
何
か
を
追

い
求
め
て
い
る
気
迫
が
感
じ
ら
れ
た
。

2
・　
「
戦
い
の
十
字
路
」

「
遊
牧
の
民
」
は
、
何
と
な
く

ゆ
っ
た
り
し
た
人
た
ち
に
思
え
る
が
、

本
質
は
全
く
異
な
る
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
は
内
陸
国
で
あ
り
、
軍
事
力
さ

え
あ
れ
ば
、
誰
で
も
ど
こ
か
ら
で
も

入
れ
る
地
域
で
あ
る
。
言
い
換
え
る

と
、
誰
の
土
地
で
も
な
い
、
占
領
し

た
者
の
土
地
で
あ
る
。遊
牧
民
に
と
っ

て
、
侵
略
・
略
奪
は
生
活
そ
の
も
の

な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド

は
、「
交
易
の
十
字
路
」、「
文
明
の
十

字
路
」
で
あ
る
前
に
「「
戦
い
の
十
字

路
」
で
あ
っ
た
。
遊
牧
の
民
に
お
い

て
は
、
侵
略
・
略
奪
に
よ
っ
て
富
を

得
、
部
族
の
者
達
を
豊
か
に
す
る
こ

と
が
出
来
る
者
が
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー

で
あ
り
、そ
の
代
表
例
が「
ジ
ン
ギ
ス・

ハン
」
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
こ
で
紀
元
前
5
世
紀
以

降
、
こ
の
地
の
主
要
な
覇
者
を
列
記

し
て
見
る
と
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル

シ
ャ
、 

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
、
バ
ク

ト
リ
ア
王
国
、
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
、

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
、
テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国
、

帝
政
ロ
シ
ア
、
ソ
連
、
な
ど
で
あ
る
。

中
央
ア
ジ
ア
の
興
亡
は
半
端
で
は
な

い
。
実
に
け
た
た
ま
し
い
程
の
興
亡

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
侵
略
と
略
奪
の
民

が
、
そ
れ
な
り
に
安
心
し
て
生
活
が

営
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
故
な

の
か
。
現
地
ガ
イ
ド
に
質
問
す
る

と
、
何
と
イ
ス
ラ
ム
の
教
え
が
広

ま
っ
た
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

2
0
0
1
年
9
月
11
日
の
テ
ロ
以
来
、

『
イ
ス
ラ
ム
教
徒

=

テ
ロ
リ
ス
ト
』
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
印
象
づ
け

ら
れ
て
来
た
が
、
そ
の
イ
ス
ラ
ム
教

が
侵
略
と
略
奪
の
民
に
平
和
と
安

全
を
も
た
ら
し
た
と
言
う
の
で
あ
っ

た
。3

・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

　
　
　
　
　
　
イ
ス
ラ
ム
教         

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
行
こ
う
と

思
っ
た
第
一
の
理
由
は
、
そ
れ
が

イ
ス
ラ
ム
圏
に
あ
る
か
ら
で
あ
っ

た
。
私
は
今
ま
で
、
一
度
も
イ
ス

ラ
ム
圏
に
入
っ
た
こ
と
が
無
か
っ

た
。
エ
ル
サ
レ
ム
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
や

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
に
行
っ
て
み
た
い
の

が
本
音
で
は
あ
る
が
、
リ
ス
ク
が
大

き
い
と
の
先
入
観
が
あ
り
、
腰
が
引

け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
手

始
め
に
、
何
と
な
く
穏
健
そ
う
な
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
選
ん
だ
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
長
年
ソ
連
の

支
配
下
に
あ
っ
た
た
め
宗
教
は
弾
圧

さ
れ
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
も
例
外

で
は
な
か
っ
た
。
1
9
9
1
年
に
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
と
し
て
独
立

し
、
信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
民
族
構
成
は
、

ウ
ズ
ベ
ク
人:

7
1.

4
%
、
ロ
シ
ア

人:

8.

3
%
、
タ
ジ
ク
人:

4.

7
%
、

タ
タ
ー
ル
人:

2.

4
%
な
ど
で
あ
る
。

ウ
ズ
ベ
ク
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ス
ン
ニ

派
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ
そ
う
だ
。
ソ

連
時
代
の
影
響
が
大
き
い
の
で
あ
ろ

う
か
、
こ
の
国
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は

極
め
て
穏
健
派
の
よ
う
で
あ
る
。
現

地
ガ
イ
ド
に
聞
い
て
み
る
と
、
メ
ッ

カ
に
向
か
っ
て
1
日
5
回
の
礼
拝
を

す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
ま
た
、

ラ
マ
ダ
ン（
断
食
）
も
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
し
、旅
行
中
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
飲
酒
は
O
K
だ
っ

た
。
何
と
ソ
フ
ト
で
ル
ー
ズ
な
イ
ス

ラ
ム
教
徒
な
の
だ
ろ
う
。
出
会
う

人
た
ち
は
、
み
ん
な
人
懐
こ
い
。
テ

レ
ビ
に
出
て
く
る
テ
ロ
リ
ス
ト
の
イ

メ
ー
ジ
は
微
塵
も
無
い
。
こ
れ
は
一

体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
。
9
9
%

は
穏
健
派
だ
と
言
う
の
は
本
当
か
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
イ
ス
ラ
ム
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
感
じ
た
私

は
、
次
に
は「
政
教
一
致
の
国
イ
ラ
ン
」

に
行
っ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
思
っ
た
。

4
・
青
空
ト
イ
レ

砂
漠
の
中
を
バ
ス
で
移
動
す
る
時
、

途
中
に
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、レ
ス
ト
ラ
ン
も
売
店
も
無
い
。

従
っ
て
、い
わ
ゆ
る「
ト
イ
レ
休
憩
」は
、

見
通
し
が
き
き
に
く
い
多
少
の
起
伏
が

あ
る
と
こ
ろ
、
ま
た
は
、
多
少
の
ブ
ッ

シ
ュ
が
あ
る
と
こ
ろ
に
バ
ス
を
停
車
さ

せ
、「
青
空
ト
イ
レ
」
と
な
る
。
添
乗

員
か
ら
『
バ
ス
を
降
り
て
、
男
性
は
右

側
に
、
女
性
は
左
側
に
行
っ
て
用
を
済

ま
せ
て
下
さ
い
』
と
の
案
内
が
あ
っ
た
。

初
め
て
の 

「
青
空
ト
イ
レ
」
の
と
き
、

男
性
た
ち
は
抵
抗
感
な
く
バ
ス
を
降

り
た
。
私
は
太
陽
を
背
に
し
て
勢
い
良

く
ユ
バ
リ
を
放
っ
た
。
そ
の
時
一
閃
の

風
が
吹
き
ぬ
け
、
わ
が
ユ
バ
リ
は
霧
状

に
広
が
っ
た
。
そ
の
一
瞬
、
七
色
の
虹

が
見
え
た（
様
な
気
が
し
た
）。

一
方
、
ご
婦
人
方
を
見
る
と
、
用

を
済
ま
せ
た
方
は
一
人
も
い
な
い
。
抵

抗
感
が
あ
っ
て
、
勇
気
の
あ
る
人
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
次
第
に

パ
ス
で
き
な
い
状
態
に
な
り
、
折
畳
み

傘
や
大
き
め
の
上
着
な
ど
を
着
て
出

て
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
旅
も

終
わ
り
に
近
づ
く
頃
に
な
る
と
、
あ
の

恥
じ
ら
い
の
そ
ぶ
り
を
見
せ
て
い
た
ご

婦
人
方
が
、
目
を
輝
か
せ
、
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら「
青
空
ト
イ
レ
」
を
済
ま

せ
て
車
内
に
戻
っ
て
来
る
で
は
な
い

か
。
人
間
は
誰
で
も
、
原
始
の
姿
・

自
然
の
姿
に
戻
っ
た
時
、
な
ぜ
か
精

神
的
な
開
放
感
に
包
ま
れ
、
嬉
し
く

な
る
も
の
だ
と
理
解
し
た
。

5
・
教
育
制
度

現
地
ガ
イ
ド
に
教
育
制
度
に
つ
い

て
聞
い
て
み
る
と
、
小
学
校
は
5
年

間
、
中
学
校
は
4
年
間
、
こ
こ
ま
で

の
9
年
間
は
義
務
教
育
で
、
日
本

と
同
じ
期
間
で
あ
る
。
制
度
は
あ
っ

て
も
中
途
で
脱
落
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
途
上
国
の
中
に
あ
っ
て
、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
は
キ
チ
ン
と
実
施
さ
れ
て

い
る
ら
し
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
高

校
進
学
率
が
7
5
%
、
大
学
進
学

率
4
5
%
と
聞
い
て
驚
い
た
。
教

育
内
容
の
レ
ベ
ル
は
分
か
ら
な
い
が
、

少
な
く
と
も
教
育
熱
心
で
あ
り
、
そ

れ
が
出
来
る
経
済
状
態
で
あ
る
こ
と

に
は
違
い
な
い
。

現
地
ガ
イ
ド
に
よ
る
と
、
15
年
前

ま
で
の
ソ
連
の
シ
ス
テ
ム
の
影
響
が

今
で
も
残
っ
て
お
り
、
教
育
費
や
医

療
費
は
極
め
て
安
い
そ
う
だ
。
そ
の

た
め
、
教
師
や
医
師
の
給
与
も
安
い

と
の
説
明
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
で

は
教
師
や
医
師
に
良
い
人
材
が
集
ま

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を

遠
い
国
、
近
い
国
の
こ
と
を

　
も
っ
と
知
り
た
い
・
・
・

そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
し
を

　
理
解
し
た
い
・
・
・

お み や げ 屋 の 親 子 　
（ ヒ ヴ ァ ）　 　 　 　 　

優しい顔の子 供たち　 　 　



3 No. 41市民プレス　2008年 9月 1日 発行（隔月刊 /無料配布）

ア ム ダ リ ア 河 畔 に て 　 　

綿 花 畑で 働く人たち　 　

　
　
　
一
番
下
は
永
代
橋
、
一
つ
お
い
て
清
洲
橋

隅
田
川
を
遡
っ
て　

　
景
観
を
創
成
す
る
橋
梁

清
洲
橋
・
永
代
橋
・
勝
鬨
橋
が

国
重
要
文
化
財
指
定

　

平
成
十
九
年（2007

）
四
月
、

国
の
文
化
審
議
会
の
答
申
に
基
づ

い
て
指
定
さ
れ
た
の
は
、
清
洲

橋
・
永
代
橋
・
勝
鬨
橋
で
、
都
道

府
県
の
道
路
橋
と
し
て
初
の
指
定

と
な
っ
た
。
清
洲
橋
と
永
代
橋
は
、

関
東
大
震
災
後
の
復
興
事
業
の
象

徴
と
し
て
、
ま
た
、
勝
鬨
橋
は
、

我
が
国
で
最
大
規
模
の
跳
開
橋
と

し
て
、
い
ず
れ
も
当
時
の
最
先
端

の
技
術
を
駆
使
し
て
建
設
さ
れ
、

橋
梁
技
術
史
上
、
高
い
価
値
を
も

つ
。

　

隅
田
川
と
そ
こ
に
架
か
る
橋

は
、
江
戸
時
代
に
は
浮
世
絵
の
背

景
と
し
て
親
し
ま
れ
、
明
治
に
な

る
と
錦
絵
、
小
説
や
演
劇
の
舞
台

と
な
り
、
江
戸
、
東
京
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
な
っ
て
き
た
。
最
近
、
隅

田
川
両
岸
は
整
備
さ
れ
、
散
歩
が

楽
し
め
る
テ
ラ
ス
も
で
き
、
絶
え
間

な
く
建
設
さ
れ
る
高
層
ビ
ル
群
と
相

俟
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
も
っ

た
橋
梁
は
、
東
京
の
新
し
い
景
観
美

を
形
成
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
と
き
、三
橋
梁
が
揃
っ
て「
国

重
要
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
意
義

は
極
め
て
大
き
い
。
東
京
都
は
そ
の

他
の
橋
、
蔵
前
、
厩
、
駒
形
、
吾
妻
、

白
鬚
、
両
国
、
言
問
橋
も
都
選
定
歴

史
的
建
造
物
と
し
て
指
定
し
、
保
全

し
て
ゆ
く
方
針
を
固
め
た
よ
う
だ
。勝 鬨 橋 　 　

投
げ
か
け
て
み
た
。
す
る
と
現
地
ガ

イ
ド
の
答
え
は
こ
う
で
あ
っ
た
。『
お

金
だ
け
で
職
業
を
決
め
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
教
師
や
医
師
は
社
会
に

役
立
つ
立
派
な
仕
事
で
す
か
ら
』。
私

は
い
き
な
り
「
メ
ン
を
一
本
」
を
食
ら

い
、
こ
の
国
の
人
た
ち
の
志
の
高
さ

に
脱
帽
し
た
。               

6
・
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
人
柄

（
1
）
子
供
た
ち     

い
つ
も
の
よ
う
に
、
そ
の
国
の
人

た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
撮
り
た

い
と
思
い
、
ま
ず
子
供
た
ち
に
チ
ャレ

ン
ジ
し
た
。
こ
の
時
の
た
め
に
、
い
つ

も
の「
黒
あ
め
」
を
用
意
し
て
行
っ
た

が
、
何
と
こ
こ
の
子
供
達
は
、
何
か

を
欲
し
が
る
そ
ぶ
り
は
見
せ
ず
、『
写

真
撮
っ
て
・
・
』
と
積
極
的
に
被
写

体
に
な
っ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
今

撮
っ
た
写
真
を
デ
ジ
カ
メ
の
画
面
で

見
せ
る
と
『
ヤ
ッ
タ
ー
』
と
言
う
顔

を
し
て
ニ
コ
ニ
コ
喜
ん
で
い
る
。
こ
の

子
供
た
ち
の
屈
託
の
無
い
笑
顔
は
ど

こ
か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
き
っ
と

こ
の
子
達
は
、
家
族
か
ら
の
愛
情
を

一
杯
受
け
て
い
る
に
違
い
な
い
。
家

族
制
度
が
崩
壊
し
核
家
族
化
し
た
日

本
と
違
い
、
こ
の
国
に
は
ま
だ
家
族

制
度
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

                           

（
２
）
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
商
人
た
ち

 

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
1
9
9
1
年
に

ソ
連
か
ら
独
立
し
た
。
独
立
し
て
15

年
、
共
産
主
義
社
会
と
自
由
主
義

社
会
の
長
所
・
欠
点
に
つ
い
て
、
現

地
ガ
イ
ド
に
質
問
し
て
み
た
。
回
答

は
、『
若
い
世
代
は
束
縛
が
無
く
な
り
、

自
由
主
義
社
会
の
方
を
評
価
し
て
い

る
が
、
年
配
者
は
高
福
祉
の
共
産
主

義
社
会
の
方
を
評
価
し
て
い
る
』
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
体
制
の
大
変
革

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
良
い
と
こ
ろ
を
評
価
し
、
決
定
的

な
対
決
局
面
を
作
ら
な
い
、
お
だ
や

か
な
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

商
売
の
仕
方
も
お
だ
や
か
で
あ
っ

た
。
イ
ン
ド
な
ど
で
は
、
10
倍
、
20

倍
の
値
段
を
吹
っ
か
け
て
く
る
の
が

普
通
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
せ
い
ぜ

い
2
〜
3
倍
で
あ
る
。
従
っ
て
、
価

格
交
渉
も
短
時
間
で
済
む
。
い
ら
な

い
と
言
っ
て
も
、
し
つ
こ
く
付
い
て

回
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
つ
ま

り
、
そ
れ
だ
け
豊
か
で
あ
る
と
言
う

こ
と
だ
。
豊
か
さ
の
源
泉
は
、石
油・

天
然
ガ
ス
な
ど
の
地
下
資
源
、
綿

花
な
ど
の
農
産
物
で
あ
り
、
決
し
て

I
T
製
品
な
ど
で
は
な
い
。ど
う
も
、

第
1
次
産
業
↓
第
2
次
産
業
↓
第

3
次
産
業
と
産
業
レ
ベ
ル
が
上
る
に

従
い
、
人
間
の
顔
は
逆
に
、
柔
和
な

顔
か
ら
厳
し
い
顔
に
変
っ
て
ゆ
く
様

だ
。旅

行
に
行
く
前
に
持
っ
て
い
た「
砂

漠
の
民
・
騎
馬
民
族
の
末
裔
・
イ
ス

ラ
ム
教
徒
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
実
際

に
会
っ
た「
柔
和
・
穏
や
か
・
笑
顔

の
人
た
ち
」
と
が
あ
ま
り
に
か
け
離

れ
て
い
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大

き
な
驚
き
で
あ
り
、
来
て
み
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。

（
３
）
綿
花
畑
で

バ
ス
が
急
に
綿
花
畑
の
と
こ
ろ
で

止
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
綿
花
畑
の
見

学
だ
と
言
う
。
仕
事
の
邪
魔
を
し
に

行
く
な
あ
と
思
い
つ
つ
も
、皆
が
三
々

五
々
畑
の
中
に
入
っ
て
行
く
と
、
彼

ら
は
見
ず
知
ら
ず
の
わ
れ
わ
れ
観
光

客
に
対
し
て
大
歓
迎
し
て
く
れ
た
。

彼
ら
の
賃
金
は
出
来
高
で
支
払
わ
れ

て
い
る
と
聞
く
の
だ
が
、
全
く
気
に

し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
永
年「
生

産
性
・
効
率
性
・
収
益
性
」
な
ど

に
追
い
か
け
ら
れ
て
き
た
わ
が
身
を

考
え
る
と
、
日
本
で
は
と
て
も
こ
ん

な
余
裕
の
あ
る
対
応
は
考
え
ら
れ
な

い
。
そ
れ
と
も
彼
ら
は
余
ほ
ど「
人

間
好
き
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

7
・
ア
ラ
ル
海

ア
ラ
ル
海
の
水
位
が
下
が
っ
て
面
積

が
1
/
3
以
下
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
い

自
然
環
境
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

世
界
的
に
有
名
で
あ
る
。
そ
の
原
因

は
、
2
つ
の
河
川
（
ア
ム
ダ
リ
ア
・
シ

ル
ダ
リ
ア
）
の
水
を
灌
漑
用
水
と
し

て
利
用
し
、
ア
ラ
ル
海
に
流
れ
込
む

水
量
が
激
減
し
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い

る
。
私
は
こ
の
現
実
に
つ
い
て
、
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
人
は
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
か
、
現
地
ガ
イ
ド
に
聞
い
て
み
た
。

彼
女
の
答
え
は
こ
う
で
あ
っ
た
。『
ア

ラ
ル
海
の
水
量
が
減
っ
て
い
る
原
因
は

明
確
で
は
な
い
。
カ
ス
ピ
海
の
水
量
が

増
え
て
お
り
、
ア
ラ
ル
海
の
水
が
地
下

を
通
っ
て
カ
ス
ピ
海
に
流
れ
て
い
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ
る
。

灌
漑
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン一
国
の
問
題
で
は
無
く
、

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン・ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン・

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
な
ど
周
辺
諸
国
が
関
連

し
て
い
る
の
で
、解
決
の
仕
様
が
無
い
』

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
耕
地
面
積
の
8
割
は

灌
漑
化
さ
れ
て
お
り
、
灌
漑
施
設
に

よ
っ
て
国
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

が
支
え
ら
れ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
ア
ラ
ル
海
の
自
然
環
境
問

題
に
は「
目
を
つ
ぶ
る
」
こ
と
も
仕
方

が
無
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

8
・
現
地
ガ
イ
ド「
陽
子
さ
ん
」

現
地
ガ
イ
ド
は
、
ス
ベ
テ
ラ
ー
ナ

さ
ん
と
言
う
女
性
で
あ
っ
た
。「
ス

ベ
テ
ラ
ー
ナ
」
は
日
本
語
で
言
う
と

「
陽
子
」
な
の
で
、
陽
子
さ
ん
と
呼

ん
で
欲
し
い
と
の
自
己
紹
介
が
あ
っ

た
。
名
前
は
ロ
シ
ア
風
だ
が
風
貌
は

ア
ジ
ア
的
な
の
で
何
人
か
聞
い
て
み

る
と『
韓
国
人
』
と
の
答
え
だ
っ
た
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
来
て
韓
国
人
の

ガ
イ
ド
と
は
ど
う
言
う 

こ
と
か
と

思
っ
て
更
に
聞
い
て
驚
い
た
。
彼
女

の
お
じ
い
さ
ん
は
第
2
次
世
界
大

戦
終
了
時
に
シ
ベ
リ
ア
沿
海
州
方
面

に
住
ん
で
い
た
。
当
時
ス
タ
ー
リ
ン

は『
朝
鮮
人
は
日
本
人
に
似
て
い
る

の
で
、
ス
パ
イ
に
な
る
恐
れ
あ
り
』

と
し
、
大
勢
の
朝
鮮
人
が
中
央
ア

ジ
ア
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
の

だ
そ
う
だ
。
タ
シ
ケ
ン
ト
周
辺
に
は

約
2
万
人
の
朝
鮮
人
が
移
住
さ
せ

ら
れ
、
陽
子
さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん
も

そ
の
一
人
だ
っ
た
の
だ
と
言
う
。
彼

女
に
ウ
ズ
ベ
ク
人
や
ロ
シ
ア
人
の
血

は
入
っ
て
い
な
い
か
聞
い
て
み
る
と

『
1
0
0
%
韓
国
人
』
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た

彼
ら
は
、
同
じ
地
域
に
住
み
、
混

血
せ
ず
、
朝
鮮
人
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

を
守
っ
て
き

た
の
だ
。

彼
女
は
日

本
語
に
興
味

を
持
ち
、
大

学
で
日
本
語

を
学
び
、
マ

ス
タ
ー
コ
ー
ス

（
修
士
）
も
終
わ
り
、現
在
ド
ク
タ
ー

コ
ー
ス（
博
士
）の
1
年
生
だ
と
い
う
。

日
本
語
は
話
す
だ
け
で
な
く
、
読
み

書
き
も
出
来
る
才
媛
だ
。
し
か
し
、

純
血
を
守
っ
て
き
た
彼
女
も
間
も
な

く
ギ
リ
シ
ャ
人
と
結
婚
し
ギ
リ
シ
ャ

に
住
む
の
で
、
ガ
イ
ド
の
仕
事
も
今

回
が
最
後
だ
と
言
う
。
彼
女
の
ご
両

親
も
、
時
の
流
れ
を
感
じ
て
い
る
に

違
い
な
い
。

                         

（
2
0
0
6
年
11
月
記
す
）
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暮
し
の
ヒ
ン
ト

川
越
女
子
高
校
の
む
か
し
の
話　

演
技
で
、
女
学
生
の
日
の
丸
行
進

曲
が
行
わ
れ
た
の
に
熱
い
視
線
を

送
っ
た
り
し
て
、
秘
か
な
憧
れ
を
胸

底
深
く
育
ん
だ
の
で
あ
る
。

以
上
お
許
し
を
得
て
、
引
用
さ

せ
て
戴
い
た
。

志
木
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

第
15
回
定
期
演
奏
会

 地域情報

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対

し
て
取
材
活
動
を
行
い
、
報
道
に
よ
っ

て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地
域

内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ
て
、
市
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ
ス
」
は

N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・
発

行
し
、
無
料
で
配
付
し
ま
す
。

◇ 

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン（
意
見
／
考

え
）」
を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L 
0
9
0
（
3
0
4
8
）
5
5
0
2

　
　
　
　
　

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

みやかわ(宮川書店)本店に全巻常置されています
志木市本町1-11-32　TEL :  (048)487-1112

―第１期

  B5版 100ページ(カラー50ページ) 定価 各630円

第
７
号

江
戸
城
完
工

こ
の
人
：
仁
科 

芳
雄

芥
川
龍
之
介「
舞
踏
会
」「
手
巾
」

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

旧
朝
香
宮
邸
の
ア
ー
ル
・
デ
コ

武
蔵
野
台
地

第
８
号

山
手
線
誕
生
の
物
語

こ
の
人
：
長
井　
長
義

國
木
田
独
歩「
武
蔵
野
」

東
京
都
庭
園
美
術
館

消
滅
し
た
羽
田
３
町

品
川
神
社
大
祭

 写真は第12回演奏会

9月28日(日)14時開演

志木市民会館
パルシティホール

　　　プログラム
ベートーヴェン / 交響曲第 7 番
ドボルザーク / 交響曲第 9 番「新世界より」

指揮　金井俊文

お問い合わせ：☎ 048-479-1506　　　

　　入場料 500 円（中学生以下無料）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　

テ
レ
ビ
を
見
る
！ 

　

IPTV
 

の
規
格
化
進
行
中

　
I
P
T
V
は
、
ド
ラ
マ
や
ニ
ュ
ー
ス
を
好

き
な
と
き
受
信
し
、
有
料
で
は
あ
る
が
、
好

き
な
と
き
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
（
ビ
デ
オ
・

オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
V
O
D
）
が
利
用
で
き
る
。

手
っ
取
り
早
く
い
え
ば
、
録
画

す
る
た
め
の
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
は
不

要
と
な
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
煩

わ
し
さ
?
は
な
く
な
る
。

I
P
T
V
の
I
P
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
ト
コ
ル
の
略
、

す
な
わ
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ

て
映
像
を
配
信
し
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
の
再
放
送
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

実
は
す
で
に
松
下
な
ど
の
「
ア
ク

ト
ビ
ラ
」
や
N
T
T
が
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
て
い
た
。
た
だ
し
現
在
は
、

契
約
と
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
と

い
う
専
用
の
端
末
を
テ
レ
ビ
に
取

り
付
け
る
必
要
が
あ
っ
て
、
機
器

の
仕
様
が
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な

る
こ
と
が
普
及
を
阻
ん
で
い
た
。

N
H
K
、
民
放
テ
レ
ビ
局
、

N
T
T
な
ど
の
通
信
会
社
、
松
下

電
器
、
ソ
ニ
ー
な
ど
の
家
電
メ
ー

カ
ー
が
、
企
画
統
一
の
た
め
の
法

人
組
織「
I
P
T
V
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
設
立
し
て
、
年
内
の
実
動
を
目

指
し
て
い
る
。

す
で
に
イ
タ
リ
ア
で
は
ひ
ろ
く
普
及
し
て

お
り
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
欠
か
せ
な
い
高
速

通
信
回
線
と
な
る
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
我
が

国
で
も
ゆ
き
渡
っ
た
い
ま
、
ま
さ
に
好
機
の

到
来
と
な
ろ
う
。

埼
玉
県
立
川
越
女
子
高
校
の
沿

革
を
遡
る
と
、
そ
の
起
源
は
明
治
43

年
1
月
に
認
可
さ
れ
た
川
越
町
立
川

越
女
学
校
と
な
る
。
翌
年
4
月
県
立

に
移
管
さ
れ
、
同
年
本
校
舎
一
棟
が

現
在
地
に
竣
工
、
大
正
元
年
9
月
、

講
堂
、
音
楽
室
が
竣
工
し
た
。
古

絵
葉
書
は
、
そ
の
頃
の
も
の
で
、
こ

の
シ
リ
ー
ズ
の
中
に
は
京
都
の
清
水

寺
な
ど
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
の
で
、

全
国
的
な
風
景
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
も
ち
ろ
ん
女
学
校
は
ま
だ
め

ず
ら
し
く
、
恵
ま
れ
た
資
産
家
の
お

嬢
さ
ん
が
通
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

本
紙
編
集
人
（
以
下
私
と
記
す
）

の
母
親
は
、
川
越
市
一
番
街
の
生
ま

れ
、
女
子
高
名
簿
に
よ
る
と
、
大
正

6
年
第
6
回
卒
業
（
83
名
）
と
あ
っ

た
。
生
家
（
市
ノ
川
箪
笥
店
）
は
間

口
は
広
く
な
い
が
、
奥
行
き
は
細
長

く
、
見
上
げ
る
と
「
時
の
鐘
」
が
目

の
前
に
あ
っ
た
。
家
業
を
継
ぐ
筈
だ
っ

た
長
男
が
戦
時
下
に
招
集
さ
れ
、
終

戦
の
直
前
に
沖
縄
で
戦
死
し
た
が
、

従
兄
弟
に
当
る
私
は
、
し
ば
し
ば

肩
に
乗
せ
ら
れ
て
時
の
鐘
の
階
段
を

昇
っ
た
覚
え
が
あ
る
。

時
代
は
下
っ
て
、
戦
前
・
戦
中
の

昭
和
の
時
代
の
も
の
、
昭
和
10
年
か

ら
13
年
の
川
越
高
女
同
窓
会
々
誌

23
、
25
、
26
号
が
私
の
家
の
土
蔵
か

ら
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
頃
姉
二
人

が
女
子
高
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
嫁

入
り
す
る
と
き
残
し
て
い
っ
た
も
の

の
よ
う
だ
。
め
ず
ら
し
く
カ
ラ
ー
で

印
刷
さ
れ
た
口
絵
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
お
習
字
や
作
文
は
、
舌
を

巻
く
程
の
出
来
映
え
で
、
会
報
の
表

紙
も
モ
ダ
ン
で
あ
る
。
古
き
良
き
時

代
の
川
越
の
香
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

カ
ラ
ー
の
口
絵
に
は
「
野
菜
」
三

年
、
原
百
合
子
と
あ
り
、
そ
の
上
の

お
習
字
に
は
浅
野
寿
子
の
名
前
が
あ

る
が
、
こ
の
両
人
は
成
績
を
争
っ
た

ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
か
つ
親
友
で
あ
っ

た
と
い
う
。
原
は
私
の
姉
で
あ
り
、

浅
野
は
、
志
木
市
在
住
某
氏
の
叔
母

で
あ
る
。

昭
和
十
四
年
、「
入
間
練
兵
場
」

で
行
わ
れ
た
大
演
習
で
は
、
県
内
の

中
学
生
、
女
学
生
も
参
加
し
た
。
そ

の
行
進
を
閲
兵
さ
れ
た
浅
香
宮
殿
下

は
、
翌
日
川
越
高
女
を
訪
問
し
た
。

そ
の
時
校
長
室
に
お
い
て
お
茶
を
接

待
し
た
の
は
、
原
、
浅
野
の
両
名
だ
っ

た
。
し
か
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

も
う
一
つ
の
「
秘
話
」
？
が
絡
む
。

当
時
志
木
駅
か
ら
乗
車
し
て
川
越

中
学
に
通
学
し
て
い
た
男
子
生
徒
の

一
人
だ
っ
た
池
田
要
氏
（
地
元
の
小

中
学
校
長
を
歴
任
し
た
の
ち
、
地
域

の
文
化
活
動
を
指
導
さ
れ
て
い
る
。

切
り
絵
作
家
と
し
て
著
名
）の
自
伝
、

池
田
要
編
著
「
昭
和
還
暦
六
十
歳
」

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
『
女
学
生
』

「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で

は
。」「
贅
沢
は
敵
。」

耐
乏
生
活
の
戦
時
は
中
学
生
と
女

学
生
と
接
触
も
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

電
車
に
の
る
時
も
そ
れ
ぞ
れ
が
二
両

編
成
で
あ
れ
ば
前
に
中
学
生
、
後
ろ

が
女
学
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
志

木
方
面
か
ら
川
越
中
学
へ
通
う
の
に

は
今
の
川
越
駅
、
そ
の
当
時
の
西
町

で
降
り
て
後
は
市
街
地
を
対
角
線
に

学
校
ま
で
三
十
分
歩
い
た
。

次
の
駅
現
在
の
川
越
市
駅
は
六
軒

町
で
女
学
校
所
在
地
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

女
学
生
の
実
態
も
戦
時
的
な
行
事

を
か
ら
め
て
私
た
ち
は
聞
い
た
り
、

見
た
り
し
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。

例
え
ば
、
大
演
習
が
あ
っ
て
浅
香

宮
殿
下
が
当
地
で
休
ま
れ
る
の
で
そ

の
時
の
接
待
役
に
、
志
木
の
老
舗

の
娘
で
川
越
高
女
の
首
席
の
某
が

選
ば
れ
た
と
新
聞
で
知
り
、
紀
元

二
千
六
百
年
の
式
典
が
初
雁
グ
ラ
ン

ド
で
展
開
さ
れ
れ
ば
お
偉
方
の
挨
拶

よ
り
も
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
集
団

放送と通信が本格的に融合する次世代サービス始まる！


